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研究成果の概要（和文）：脳梁膨大後皮質の機能の一端を明らかにすることを目的に，脳梁膨大後皮質を損傷し
たラットにおいて，環境の微小な変化を加えることが学習したルートの追従に与える影響について検討した．そ
の結果，ルートを学習するまでに要する試行数に脳梁膨大後皮質の損傷の影響は見られなかった．しかし，テス
ト課題において，脳梁膨大後部皮質を損傷したラットで，迷路構造の変化を与えた際に，学習したルートから逸
れた特定の領域に侵入する回数が増加した．脳梁膨大後皮質が学習したルートを自動的に追従することに関与
し，その機能が微細な迷路構造の変化によって阻害されたと考えられる．

研究成果の概要（英文）：To manifest the function of the retrosplenial cortex, we examined the effect
 of a small structural change of the environment on route following performance in rats with lesions
 of the retrosplenial cortex. As a result, there was no effect of the retrosplenial lesions on the 
number of trials to learn a route in a lattice maze. However, in a test task, the number of entering
 into irrelevant areas in the maze increased in the rats with lesions of retrosplenial cortex when a
 part of the structure of the maze was changed. This suggests that the retrosplenial cortex was 
involved in automatically following of learned routes and that the function is disturbed by the 
small structural change of the maze.
 

研究分野： 行動神経科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ある特定の地点から別の地点への移動行
動であるナビゲーションは，私たちヒトを含
めた動物が生きていくために必須な行動で
ある．ナビゲーションを行う際には，現在地
から直接見渡すことのできない場所へ移動
しなければならず，そのために目的地までの
経路（ルート）に関する情報を脳内に記憶し
ている必要がある．脳に損傷を受けた患者や，
サルを用いた研究より，左右の大脳半球をつ
なぐ脳梁のすぐ後部に位置する脳梁膨大後
皮質とナビゲーションとの関連が示されて
きている． 
 研究代表者の研究室では，ルートを自由に
設定できる迷路装置を開発し，ラットに対し
て，その迷路内のあらかじめ設定されたスタ
ート地点から目的地まで移動するナビゲー
ション課題を学習させた．脳梁膨大後皮質を
破壊されたラットは，破壊処置を行わない統
制群のラットと同様にナビゲーション課題
を学習することが可能だった．その後，迷路
内の壁の一つを取り除き，近道をすることが
可能な状況を作り出し，近道ルートを使用で
きるまでに要した試行数を計測した．脳梁膨
大後皮質がナビゲーションに重要だとすれ
ば，脳梁膨大後皮質を破壊されたラットは，
統制ラットよりも近道を通るまでに要する
試行数が増大すると予測した．しかし，結果
は真逆となり，破壊群の方が統制群よりも早
く近道を利用するようになった． 
 研究代表者が以前に行ったサルを対象と
した研究において，ルートをたどって目的地
へと向かう際，脳梁膨大後皮質がルート途中
の特定の地点でどちらに進めばよいかとい
う情報を有していることが示されている
（Sato et al., 2006; 2010）．特定ルートをた
どって目的地へ向かう場合は，この脳梁膨大
後皮質ニューロンの情報を利用して，現在地
やゴール位置の情報の計算を常にしなくて
もよいように処理を簡略化していると考え
られている．上述したラットの実験における
逆説的な結果は，脳梁膨大後皮質が特定ルー
トを半ば自動的にたどることに関与してい
ると考えると説明が可能となる．近道テスト
を行う前には，元のルートについては十分に
学習している状態で，そのルートを通るナビ
ゲーション行動は自動化されていると考え
られる．その状態で脳梁膨大後皮質が破壊さ
れると，元のルートを自動的にたどる行動が
取れなくなり，ルート上の選択地点において，
次にどちらに進むのかという判断をするた
めには，現在地点がどこであるという情報や，
ゴールやスタート地点の方向などの情報を
統合して，毎回計算しなければならなくなる．
このことが結果的に，新しい近道ルートを発
見し，利用する行動を助長させた可能性が考
えられる． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，脳梁膨大後皮質の損傷が

近道を取る行動の出現を早めるという逆説
的な現象のメカニズムに迫り，そのことを通
して，ナビゲーション行動において脳梁膨大
後皮質が担っている機能について明らかに
することであった．ルートを自動的にたどる
ための処理に脳梁膨大後皮質が関わるとす
ると，その情報処理が損なわれることにより，
よく学習されたルートであっても，途中の選
択肢における学習された選択肢以外の出現
率が高まる可能性が考えられる． 
 
３．研究の方法 
被験体のラットに対して，興奮毒性のある

N-メチル-D-アスパラギン酸の局所投与によ
って，脳梁膨大後皮質を破壊する処置（統制
群のラットには擬似手術）を行なった． 
縦横に 5本ずつ格子状に経路が走る迷路を

用いて，スタートとゴールを 1つずつ設定し，
ラットに一つのルートを学習させた．ルート
追従の学習後，テスト課題を行なった．テス
ト課題では学習したルートに加え，近道，遠
回り，あるいは等距離となるような迷路環境
の変化を 1 日に 1 箇所与えた．変化させる迷
路箇所は 7 箇所用意し，脳梁膨大後部皮質の
損傷が学習ルートのナビゲーションに与え
る影響について検討した． 
 
４．研究成果 
 脳梁膨大後皮質の機能の一端を明らかに
することを目的に，脳梁膨大後皮質を損傷し
たラットにおいて，学習したルートに対して，
環境の微小な変化を与えることの影響につ
いて検討した．その結果，学習課題において
は，ルートを学習するまでに要する試行数に
脳梁膨大後皮質の損傷の影響は見られなか
った．テスト課題においては，脳梁膨大後部
皮質を損傷したラットで，一部であるが微細
な迷路構造の変化を与えた際に，学習したル
ートから逸れ，迷路内の特定の領域に侵入す
る回数が増加した．また，学習したルート上
から離れた位置に迷路構造の変化が与えら
れた場合には，さらに学習したルートから外
れる行動が増加した．このことは，脳梁膨大
後皮質の損傷によって自動的なルート追従
が阻害され，その結果として，ルート上の各
分岐点で次の進路を選択する必要性が生じ
るため，新奇ルートを発見しやすく，そちら
への新入が増えたと考えられる． 
 また，脳梁膨大後皮質を標的としてニュー
ロン活動記録のための電極を埋め込み，学習
したルートを走行している際のニューロン
活動の記録を実施し始めた．今後はデータ収
集を続け，ルート追従のどういった側面に脳
梁膨大後皮質ニューロンが応答するのかに
ついて検討していく予定である． 
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出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 

関西学院大学文学部総合心理科学科 佐藤
暢哉研究室 
https://sites.google.com/site/nsatolab/ 
 
関西学院大学研究者データベース 
http://researchers.kwansei.ac.jp/view?l=
ja&u=41204&a2=0000012&o=affiliatio
n&sm=affiliation&sl=ja&sp=5 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
佐藤 暢哉（SATO, Nobuya） 
関西学院大学・文学部・教授 
研究者番号：70465269 

 
(2)研究分担者 
       （   ） 

 
 研究者番号：  
 
(3)連携研究者 

（   ） 
 

 研究者番号：  
 
(4)研究協力者 
山岸 厚仁（YAMAGISHI, Atsuhito） 
関西学院大学・文学研究科・大学院研究員 
林 朋広（HAYASHI, Tomohiro） 
関西学院大学・文学研究科・博士課程後期
課程 

 
 
 
 


